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三和地域の人口・世帯数
男 1,499人
女 1,541人

合 計 3,040人
世帯数 1,650世帯
(令和4年10月末 現在）

三和地域協議会ニュース 第46号 令和４年12月15日発行

3
年
ぶ
り
と
な
る
「
三
和
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
11
月
12
・
13
日
に
三

和
荘
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
13
日
は

あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
約
千

人
（
主
催
者
発
表
）
の
人
た
ち
が
訪
れ
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

三
和
荘
前
の
会
場
の
模
擬
店
で
は
、
手

作
り
体
験
、
駄
菓
子
、
あ
て
も
ん
、
ド
キ

ド
キ
玉
子
ゲ
ー
ム
や
農
産
物
、
松
茸
め
し
、

い
か
め
し
や
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
な
ど
た
く

さ
ん
の
ブ
ー
ス
が
並
び
大
勢
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
、
ホ
ー
ル
で
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
て
い
た
だ
い
た
梅
田
神
社

奉
納
神
楽
保
存
会
に
よ
る
奉
納
神
楽
と
神
楽
舞
、
よ
さ
こ
い
、
大
正
琴
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
舞
踊
、
詩
吟
、
安
来
節
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
13
団
体
の
発
表
が
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
司
会
は
、
三
和
町
辻
の
高
校
1

年
生
の
長
澤
一
花
（
い
つ
か
）
さ
ん
に
お

世
話
に
な
り
、
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

12
日
か
ら
体
育
館
で
開
か
れ
て
い
た
三

和
こ
ど
も
園
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
公
民
館
や

地
元
の
文
化
協
会
、
各
団
体
の
作
品
展
示

や
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

に
も
終
日
た
く
さ
ん
の
方
が
足
を
運
ん
で

作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

図
書
館
か
ら
の

お
し
ら
せ

図
書
館
三
和
分
館
で
は
、
テ
ー
マ
に
合

わ
せ
た
絵
本
を
3
冊
セ
ッ
ト
に
し
て
貸

出
を
し
て
い
ま
す
。
12
月
・
1
月
の
セ
ッ

ト
の
テ
ー
マ
は
、
0
・
１
・
２
歳
向
け

『
あ
っ
た
か
い
ね
』
『
み
ん
な
で
メ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
』
な
ど
幼
児
か
ら
小
学
生

低
学
年
向
け
『
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
く
り

も
の
』
『
十
二
支
あ
つ
ま
れ
』
な
ど
冬

を
感
じ
る
本
の
セ
ッ
ト
で
、
可
愛
い
折

り
紙
付
き
で
す
。
お
う
ち
で
楽
し
い
お

は
な
し
会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
家

族
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
キ
な
時
間

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

折り紙付きミニおはなし会セット

大

好

評

！

「
お
う
ち
で
ミ
ニ
お
は
な
し
会
セ
ッ
ト
」

☆年末年始の休館日のお知らせ☆

休館日は
12月28日（水）～ 1月5日（木）まで

司会の一花（いつか）さん

模擬店のようす

三和こども園

ステンドグラスよさこい踊りフラダンス

三和学園アンクルトムハーモニカ米傳福踊会

大迫力の二人立ちの獅子舞

安来節

銀賞・仲野さん

銀賞・細見さん

三和荘ロビーでは、三和ふるさと写

真コンテストの受賞者の表彰式を行い

ました。最優秀の金賞は嘉寺(かじ) 典

子 (のりこ )さん

「生きがい」、銀

賞は仲野(なかの)

宏樹(ひろき)さん

「お気に入りの場所」、細見(ほそみ)

毅(つよし)さん「緑の夏 細見谷」、リ

ン ボォホンさん「笑顔」の作品が選ば

れました。金賞・銀賞の皆さんに副賞

として贈呈したオ

リジナルメダルは、

三和町芦渕のコア

マシナリー株式会

社に作成していた

だきました。

金賞・嘉寺さん

表彰式のようす

オリジナルメダル

銀賞・リンさん

1月6日（金）からは、「新春おめでとう

福引」を開催します。本を借りていた

だいた方（先着順）が対象です。

景品がなくなり次第終了しますので

お早めにお越しください。
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旧
菟
原
小
学
校
（
福
知
山
市
三
和
町
菟
原
中
）
の

跡
地
活
用
で
、
振
り
袖
や
袴(

は
か
ま)

の
レ
ン
タ
ル

事
業
を
展
開
す
る
京
繊
（
本
社
・
京
都
市
中
京
区
）

の
進
出
が
決
ま
り
、
10
月
か
ら
商
品
の
修
繕
、
保
管

を
担
う
「
福
知
山
商
品
管
理
物
流
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
始
動
し
て
い
ま
す
。
新
年
に
は
陣
容
を
整
え
、
本

格
稼
働
す
る
予
定
で
す
。

大
規
模
な
改
修
は
せ
ず
、
体
育
館
と
校
舎
を
つ
な

ぐ
渡
り
廊
下
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
洗
濯
場
の
設
置

な
ど
の
工
事
に
と
ど
め
ま
す
。
校
舎
屋
上
の
赤
茶
色

を
し
た
四
角
す
い
の
屋
根
を
持
つ
シ
ン
ボ
ル
の
時
計

台
を
は
じ
め
、
学
校
の
全
容
は
そ
の
ま
ま
残
り
ま
す
。

旧
菟
原
小
は
令
和
元
年
3
月
に
廃
校
に
な
り
、
福

知
山
市
が
民
間
事
業
者
か
ら
活
用
ア
イ
デ
ア
を
募

集
。
そ
の
中
か
ら
京
繊
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
社
の

計
画
で
は
、
校
舎
棟
の
１
階
は
襦
袢(

じ
ゅ
ば
ん)

や

帯
な
ど
着
物
用
小

物
を
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
す
る
作
業
場
、

2
、
3
階
は
そ
れ

ら
を
管
理
す
る
倉

庫
に
、
体
育
館
は

振
り
袖
な
ど
の
展

示
会
で
使
う
机
や

い
す
な
ど
の
保
管
所
と
し
て
活
用
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、

校
舎
棟
に
は
住
民
ら
が
集
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
を
設
置
。

グ
ラ
ウ
ン

ド
は
四
季
の
果
物
が
育
つ
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
に
す
る
構
想
が
進
ん
で
い
ま

す
。
地
元
食
材
を
使
い
、
一
流
の
料
理
人
を
招
い
て
の
「
お
料
理
会
」
な
ど

交
流
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
業
員
は
、
パ
ー
ト
を
含
む
ス
タ
ッ

フ
約
10
人
、
障
害
の
あ
る
方
20
人
ほ
ど
を
採
用
す
る
予
定
で
現
在
、
募

集
中
で
す
。
仕
事
の
内
容
は
着
物
・
小
物
の
整
理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
和
装

小
物
の
製
作
作
業
、
洗
濯
や
ア
イ
ロ
ン
か
け
な
ど
の
ほ
か
、
商
品
運
搬
や

送
迎
業
務
も
。
ス
タ
ッ
フ
希
望
者
は
株
式
会
社
「
京
繊
」
電
話
０
７
５
（
２

４
１
）
５
５
８
９
ま
で
、
ま
た
、
障
害
者
雇
用
に
関
し
て
は
、
京
繊
と
提
携

し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
「
あ
す
へ
の
と
び
ら
」
の
竹
中
さ
ん
電
話
０
７
５

（
７
４
８
）
１
３
３
０
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

京
繊
の
田
中
元
子
社
長
は
「
京
阪

神
か
ら
関
東
方
面
へ
販
路
拡
大
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
交
通
の
利
便
性
の

高
い
菟
原
の
商
品
管
理
物
流
セ
ン
タ
ー

に
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

障
害
者
と
健
常
者
が
共
に
働
け
る
場

と
す
る
一
方
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
企
画

し
て
地
域
住
民
の
交
流
、
活
性
化
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
学
校
と
は
別
に
、
個
人
と
し
て
川
合
小
学
校
の
教
室
を
お
借
り
し
、
作
っ

た
資
料
室
の
案
内
を
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
学
校
に
持
ち
込
む
べ
く
集
め

た
汚
れ
た
蚕
具
・
農
具
を
洗
う
こ
と
が
き
っ
か
け
で
資
料
室
が
で
き
ま
し
た
。

◎
特
色

●
養
蚕
と
お
米
づ
く
り
の
手
順
を
写
真
と
実
物
の
蚕
具
（
50
以
上
）
・
農
具
を
置

き
、
解
説
し
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
三
和
の
地
形
模
型
を
置
き
、
三
和
地
域
の
養
蚕
と
お
米
づ
く
り
に
関
わ
る
背
景

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

◎
お
蚕
さ
ん
の
教
室

江
戸
時
代
の
養
蚕
の
様
子
が
わ
か
る
大
原
神
社
天
蚕
図
。
お
蚕
さ
ん
の
卵
（
来

年
ふ
化
予
定
）
。
成
長
に
合
わ
せ
使
う
網
の
目
が
大
き
く
な
る
「
糸
網
」
。
蚕
の

脱
皮
し
た
抜
け
殻
。
桑
の
葉
を
摘
ん
だ
「
桑
切
爪
」
、
い
っ
ぱ
い
桑
の
葉
を
詰
め

込
ん
だ
「
い
ど
こ
」
。
「
抜
根
機
」
。
お
蚕
さ
ん
の
桑
の
葉
を
食
む
雨
の
よ
う
な

音
は
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
ね
。
「
は
ん
か
ご
」
を
の
せ
る
「
蚕
棚
」
も
作
っ

て
み
ま
し
た
。
今
年
育
て
た
春
蚕
、
夏
蚕
、
秋
蚕
の
繭
も
展
示
。
昭
和
４
年
版
の

京
都
府
蚕
桑
図
絵
に
は
養
蚕
神
社
で
も
あ
っ
た
大
原
神
社
や
郡
是
萩
原
工
場
が
記

載
。
芦
渕
の
蚕
業
組
合
記
念
碑
・
清
高
宮
・
河
野
太
一
郎
頌
徳
碑
の
独
自
の
展
示

も
あ
り
ま
す
。
真
綿
や
実
際
に
繭
か
ら
糸
を
紡

い
だ
生
糸
。
三
和
学
園
４
年
生
は
こ
れ
ら
を
体

験
的
に
学
び
ま
す
。
今
年
の
上
川
合
い
き
い
き

サ
ロ
ン
へ
の
訪
問
蚕
交
流
で
の
「
涙
が
出
る
ほ

ど
嬉
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
も
ご
覧
下
さ
い
。

◎
お
米
づ
く
り
の
教
室

大
原
神
社
絵
馬
殿
の
昔
の
お
米
づ
く
り
の
流

れ
を
描
い
た
「
四
季
耕
作
図
」
。
昔
の
農
具
か

ら
先
人
の
智
恵
・
工
夫
、
現
代
の
機
械
の
す
ご

さ
を
学
び
ま
す
。
家
族
の
一
員
、
労
働
力
だ
っ

た
牛
が
祀
ら
れ
る
上
川
合
稲
葉
神
社
の
夏
祭
り
、

大
原
神
社
の
お
田
植
え
祭
も
展
示
。
「
手
押
し

稲
刈
り
機
」
「
千
歯
こ
き
」
「
足
踏
み
脱
穀
機
」

は
毎
年
５
年
生
が
使
用
。
「
田
舟
」
も
設
置
。

脱
穀
の
「
唐
さ
お
」
は
、
綾
部
の
民
話
「
杵
の

宮
伝
説
」
で
米
か
ち
杵
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

約
２
ｍ
四
方
の
三
和
地
形
模
型
は
平
地
が
少
な

く
、
谷
間
を
流
れ
る
土
師
川
と
そ
の
支
流
が
一

目
で
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
轟
水
や
大
岼
井

堰
の
水
路
、
実
物
の
水
車
と
共
に
、
先
人
の
水

確
保
の
苦
労
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
、
農
村
・
農
業
の
多
機
能
と
し
て
、

洪
水
や
土
砂
災
害
の
防
災
な
ど
も
提
示
。
三
和

学
園
５
年
生
の
圧
巻
の
学
習
の
ま
と
め
も
ご
覧

下
さ
い
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
「
唐
箕
」
「
縄
な

い
機
」
、
わ
ら
で
作
ら
れ
た
「
わ
ら
じ
」
「
雪

ぐ
つ
」
の
日
常
品
や
「
し
め
縄
」
、
お
蚕
さ
ん

が
繭
を
つ
く
る
と
き
に
使
う
「
ま
ぶ
し
」
。
祇

園
祭
の
山
鉾
の
縄
が
ら
み
に
使
わ
れ
る
田
尻
製

縄
所
（
友
渕
）
の
縄
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

三
和
町
に
関
わ
る
書
籍
や
冊
子
も
展
示
収
集

中
で
す
。

◎
電
話
を
い
た
だ
い
て
開
館
し
ま
す

三
和
を
知
り
た

い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
三
和
を
よ
く
知
る
在
住
の
皆

さ
ん
方
も
是
非
一
度
、
川
合
小
学
校
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
と
三
和
地
域
の
お
話
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。
電
話
を
い
た
だ
き
、
お
好
き

な
時
間
に
合
わ
せ
て
最
大
限
、
開
館
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
連
絡
先
・
吉
田
武
彦

０
９
０
（
６
９

１
１
）
７
５
９
８

ま
で
。

※
三
和
学
園
開
校
時
、
地
域
と
の
間
で
確
約
さ

れ
た
「
地
域
で
体
験
的
に
学
び
、
人
と
出
会
い
、

自
ら
の
生
き
方
と
三
和
地
域
を
創
造
す
る
学
習
」

ＦＭ丹波で月～金
曜午後４時から放送
中の番組「七色バラ
エティワイド」内で

隔月１回、三和地域協議会が三和地域の情報を
発信している『みわを元気に』のコーナー、第
30回が10月12日に放送されました。今回は、
三和ふれあいフェスティバルにもご出演いただ
いた「ミニコーン」の細見宣哲さんと、板谷博
さんにお越しいただきました。ポップコーンと
いうバンドに所属されているお２人が、三和地
域で活動する時に名乗られているのがミニコー

ンという名前です。
ミニコーン結成の

経緯やバンド活動に
ついて、お話しいた
だきました。もちろ
ん生演奏も！フェス
ティバルでお聴きに
なられた方もおられ
ると思いますがお２

人の演奏とハーモニー、とっても素敵です♪
右下のＱＲコードを携帯電話・スマートフォン
やタブレットで読み取り出てきたリン
ク先をクリックすると、内容をお聞き
いただけます。（通信料がかかります）

みわひまわりライド・サポートの

利用状況をお知らせします！

累 計（令和３年７月 ～ 令和４年１１月）

ユーザー登録者数 ３３人

利用者数 ２２人

利用件数 ７２件（ゴミ出し等）

サポート

累 計(平成２９年１０月 ～ 令和４年１０月)

会員
登録者数

１６７人 （男性３７人・女性１３０人）

利用者数 １２２人 （男性２９人・女性９３人）

運行便数 ３,１６３便

輸送人数 ３,５４２人

板谷さん（左）と細見さん

三
和
を
知
る
お
蚕
さ
ん
・お
米
づ
く
り
の
教
室

三
和
学
園
三
和
創
造
学
習
（
※
）
地
域
講
師

吉
田
武
彦

メンテナンス作業のようす

（旧）菟原小学校

お蚕さんの教室

和着物レンタル会社の京繊が進出

ギャラリー

お米づくりの教室

ラジオは
ミニコーンさん


